
PH-2

● 単純Ｘ線撮影のポイント

Whole  Body  Phantom  
PBU-50  

PH-2B

CT Whole  Body  Phantom  
PBU-60

~P.1 P.5 

~P.6 P. 10

~P.11 P. 15

~P.16 P. 20

~P.21 P. 24

頭部撮影法

胸部撮影法

腹部撮影法

上肢撮影法

下肢撮影法
膝関節正面撮影
膝関節側面撮影
足関節正面撮影
足関節側面撮影

目　次

頭蓋骨PA(後前位）撮影
頭蓋骨側面撮影
タウン法撮影
頭蓋骨軸位撮影
その他の頭部撮影

胸部正面撮影
肩関節正面撮影
上部・下部肋骨正面撮影
頸椎正面撮影
胸椎正面撮影

腹部仰臥位正面撮影
腰椎正面撮影
骨盤正面撮影
股関節正面撮影
ラウエンシュタイン撮影

手指正面撮影
手指斜位撮影

手関節正面撮影
手関節側面撮影

その他の上肢撮影

監修・指導：京都医療科学大学　医療科学部　放射線技術学科
笠井  俊文　遠山　景子

京都医療科学大学　医療科学部　放射線技術学科撮影協力：





１

頭部撮影法 頭蓋骨PA(後前位）撮影

● Ｘ線の撮影ポイント : ポジショニングと X線照射方向

● ファントム撮影使用部位● Ｘ線照射方向● ポジショニング

● X 線写真と骨格の名称 

頭部　中心は外後頭隆起。X線はOM ライン〈眼窩中心 ( 外眼角 )
と外耳孔を結ぶ眼窩耳孔線〉に平行に入射。

腹臥位（顔面をフィルム
面につける）

※頭蓋骨AP( 前後位）の場合は眉間中央に入射。

外板 穹窿部

内板

蝶形骨稜

錐体上縁

蝶形骨大翼

下顎骨

軸椎

（無名線）

下顎頭

眼窩

乳様突起

歯突起

鼻中隔
環椎



２

頭部　
中心は外耳孔より 2.5 ㎝前額方向で 2.5 ㎝頭頂方向。X線
は正中矢状面〈体を左右半分に区切る垂直面〉に垂直に入射。

頭部撮影法 頭蓋骨側面撮影

● Ｘ線照射方向

● Ｘ線の撮影ポイント : ポジショニングと X線照射方向

● ファントム撮影使用部位● ポジショニング

● X 線写真と骨格の名称 

腹臥位（胸部をフィルム
面に平行で顔面を垂直）

外後頭隆起
斜台

トルコ鞍前床突起
トルコ鞍後床突起
トルコ鞍背
錐体上縁

蝶形骨大翼

鼻骨

前鼻棘

硬口蓋

頬骨前頭突起

顎関節

下顎骨

歯突起

下顎頭
外耳孔

乳様突起
環椎



頭部　

３

頭部撮影法 タウン法撮影

中心は両外耳孔を結ぶ線の中点。X線は中心に
向け頭部より 20～ 40°の角度で入射

20 ～ 40°

ドイツ水平線 80°

● Ｘ線照射方向

● Ｘ線の撮影ポイント : ポジショニングと X線照射方向

● ファントム撮影使用部位● ポジショニング

● X 線写真と骨格の名称 

仰臥位（後頭部をフィルム
面につける）

°

頬骨弓

下顎頭

後頭骨

大後頭孔

錐体稜錐体

内後頭窩

乳様突起

環椎



頭部　

４

頭部撮影法 頭蓋骨軸位撮影

10°

中心は頸部と下顎部の交点あたり。X線はOM
ライン垂直もしくは足側から 10°の角度で入射。

● Ｘ線照射方向

● Ｘ線の撮影ポイント : ポジショニングと X線照射方向

● ファントム撮影使用部位● ポジショニング

● X 線写真と骨格の名称 

仰臥位（頭頂部をフィルム
面につける）

蝶形骨大翼眼窩面

頬骨弓

卵円孔

棘孔

下顎骨筋突起

下顎頭

鋤骨・篩骨鉛直板

オトガイ部

下顎骨

錐体

翼様突起

乳様突起



コールドウェル撮影

５

頭部撮影法 その他の頭部撮影

15°

鼻根部 ( 鼻根点 )
に向け入射

OMライン垂直

鼻腔下端に向け入射

ドイツ水平線 45°

ウォーターズ撮影

シュラー撮影

20 ～ 30ﾟ
ドイツ水平線に対して
頭側より 20ﾟ～ 30ﾟ
検出器側の外耳孔へ
入射

ﾟ
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胸部撮影法 胸部正面撮影

● Ｘ線の撮影ポイント : ポジショニングと X線照射方向

● ファントム撮影使用部位● Ｘ線照射方向● ポジショニング

● X 線写真と骨格の名称 

胴体部　中心は胸骨中央より 3㎝程度頭側あたり。
X線は中心に向け正中矢状面に沿って入射。

仰臥位　　　

鎖骨胸骨端
上大静脈

上大静脈

大動脈弓

左肺動脈幹

下行大動脈

肺動脈

左心耳

左心室

右心房 傍脊椎線

右下葉気管支

左主気管支

右主気管支

PBU-50 には表現されていません※

※



胴体部　仰臥位（検査する肩をフィルム側
につけ身体を斜めにする）　　　

７

胸部撮影法 肩関節正面撮影

● Ｘ線の撮影ポイント : ポジショニングと X線照射方向

● ファントム撮影使用部位● Ｘ線照射方向● ポジショニング

● X 線写真と骨格の名称 

中心は烏口突起あたり
Ｘ線は頭側 15°～ 20°の角度で入射

肩峰下腔

上腕骨頭

関節窩

上腕骨

肩峰

鎖骨

肩甲骨

烏口突起

15~ 20°°

肩の接続部品



胴体部　仰臥位　　　

８

胸部撮影法 上部・下部肋骨正面撮影

● Ｘ線の撮影ポイント : ポジショニングと X線照射方向

● ファントム撮影使用部位● Ｘ線照射方向● ポジショニング

● X 線写真と骨格の名称 

中心は、上部の場合第 5か 6肋骨中央、下部の場合は
第 8か 9肋骨中央。Ｘ線は中心に垂直に入射。

鎖骨

肩甲骨

肋骨

横隔膜

肩峰

烏口突起

上部肋骨

下部肋骨



胴体部　仰臥位（OMラインを垂直
より 30°傾ける）　　　

９

胸部撮影法 頸椎正面撮影

● Ｘ線の撮影ポイント : ポジショニングと X線照射方向

● ファントム撮影使用部位● Ｘ線照射方向● ポジショニング

● X 線写真と骨格の名称 

中心は接合部分より若干頭側の中央。
X線は正中矢状面に沿って入射。

下顎骨・後頭骨の下面

下顎角

椎弓根

椎体

椎間腔

上関節突起

下関節突起

鉤状突起

横突起

棘突起



胴体部　仰臥位　　　

10

胸部撮影法 胸椎正面撮影

● Ｘ線の撮影ポイント : ポジショニングと X線照射方向

● ファントム撮影使用部位● Ｘ線照射方向● ポジショニング

● X 線写真と骨格の名称 

中心は胸骨の中央。
X線は正中矢状面に沿って入射。

棘突起

肋骨頭

椎弓根

横突起

椎間腔

椎体

大動脈

傍脊椎線

横隔膜

鎖骨
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腹部撮影法 腹部仰臥位正面撮影

● Ｘ線の撮影ポイント : ポジショニングと X線照射方向

● ファントム撮影使用部位● Ｘ線照射方向● ポジショニング

● X 線写真と骨格の名称 

胴体部仰臥位
中心はヤコビー ( 腸骨陵を結んだ ) 線中央と剣状突起
と結んだ線の中点。X線は正中矢状面に沿って入射。

胃横隔膜

肝臓

腸管

骨盤腔

恥骨結合

腎臓

脾臓

膀胱
※

※

※

※

※ PBU-50 には表現されていません）



胴体部仰臥位 中心は両肋骨下縁を結んだ線とヤコビー線との中点。
X線は正中矢状面に沿って入射。

12

腹部撮影法 腰椎正面撮影

● Ｘ線の撮影ポイント : ポジショニングと X線照射方向

● ファントム撮影使用部位● Ｘ線照射方向● ポジショニング

● X 線写真と骨格の名称 

椎弓根間距離

椎弓根

椎弓

腸骨

仙骨

椎間腔

椎間関節

棘突起

錐体

仙腸関節

肋骨突起（横突起）

上関節突起

下関節突起



仰臥位 中心は正中上で上前腸骨棘と恥骨結合上縁を結ぶ線
の中点。X線は正中矢状面に沿って入射。

胴体部・大腿部

13

腹部撮影法 骨盤正面撮影

● Ｘ線の撮影ポイント : ポジショニングと X線照射方向

● ファントム撮影使用部位● Ｘ線照射方向● ポジショニング

● X 線写真と骨格の名称 

腸骨

尾骨

恥骨

恥骨結合 閉鎖孔 座骨

腸骨稜
第５腰椎

仙椎
仙腸関節

大腿骨頭

大腿骨頸

大腿骨

大転子

小転子

正中仙骨稜

寛骨臼

頭骨窩

上前腸骨棘

恥骨結合

上前腸骨棘

上前腸骨棘

恥骨結合

腸管
※

※ PBU-50 には表現されていません）



胴体部・大腿部仰臥位 ( 第 1趾をで
きるだけくっつける）

中心は正中上で上前腸骨棘と恥骨結合上縁を結ぶ線の恥骨
側から 3 分の 1 の点。X線は正中矢状面に沿って入射。

14

腹部撮影法 股関節正面撮影

● Ｘ線の撮影ポイント : ポジショニングと X線照射方向

● ファントム撮影使用部位● Ｘ線照射方向● ポジショニング

● X 線写真と骨格の名称 

恥骨結合

仙骨孔

上前腸骨棘

大腿骨頸

大腿骨頭

恥骨

閉鎖孔

大転子

小転子

腸骨

尾骨

座骨

仙骨関節

仙骨

寛骨臼後縁

寛骨臼前縁

寛骨臼股関節

腸骨稜

第 1趾をできる
だけくっつける

腸管※

※ PBU-50 には表現されていません）



胴体部・大腿部仰臥位から 45  撮影しないほうをフィル
ムから離す。股関節と膝関節を屈曲。

中心は撮影側の上前腸骨棘と恥骨結合を結ぶ線の中点か
ら大腿側に指 3 本分程度。X線は中心に向け垂直入射。　

15

腹部撮影法 ラウエンシュタイン撮影

● Ｘ線の撮影ポイント : ポジショニングと X線照射方向

● ファントム撮影使用部位● Ｘ線照射方向● ポジショニング

● X 線写真と骨格の名称 

大腿骨頸

大腿骨頭

恥骨

大腿骨

大転子

小転子

座骨

寛骨臼

股関節

°
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上肢撮影法 手関節正面撮影

右手部中心は橈骨と尺骨の茎状突起を結ぶ線の中点。
X線は中心に向け垂直入射。手掌を下に向ける　

● Ｘ線照射方向

● Ｘ線の撮影ポイント : ポジショニングと X線照射方向

● ファントム撮影使用部位● ポジショニング

● X 線写真と骨格の名称 

21. 橈骨
22. 尺骨
27. 橈骨茎状突起
28. 尺骨茎状突起
29. 橈骨月状骨関節面
30. 舟状骨
31. 月状骨
32. 三角骨
33. 豆状骨

34. 大菱形骨
35. 小菱形骨
36. 有頭骨
37. 有鉤骨
38. 中手骨基底
39. 中手骨小頭

39

38
35

36

34
30

27

29

37

32

33

28

2221

31
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上肢撮影法 手関節側面撮影

左手部中心は橈骨茎状突起。
X線は中心に向け垂直入射。

第1指が真上となるように

● Ｘ線照射方向

● Ｘ線の撮影ポイント : ポジショニングと X線照射方向

● ファントム撮影使用部位● ポジショニング

● X 線写真と骨格の名称 

33. 豆状骨

27. 橈骨茎状突起
28. 尺骨茎状突起
30. 舟状骨
31. 月状骨
32. 三角骨

34. 大菱形骨
36. 有頭骨
38. 中手骨基底

3334

30

31

38

36

32

27

28

指先と高さを揃えるために
補助具を置く

Ⅰ
Ⅴ

Ⅲ
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上肢撮影法 手指正面撮影

右手部中心は第３中手指節（ＭＰ）関節。
X線は中心に向け垂直入射。

手掌を下に向ける　

● Ｘ線照射方向

● Ｘ線の撮影ポイント : ポジショニングと X線照射方向

● ファントム撮影使用部位● ポジショニング

● X 線写真と骨格の名称 

第 5中手骨

第 5指基節骨

第 5指中節骨

第 5指末節骨

第１指基節骨

第１指末節骨

第 2中手指節関節（MPJ)

第 2 指近位指節関節（PIPJ)

第 2 指遠位指節関節（DIPJ)

大菱形骨

手根中手関節（CMJ)

尺骨茎状突起

小菱形骨 有頭骨

有鉤骨

豆状骨

舟状骨

月状骨
三角骨
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上肢撮影法 手指斜位撮影

45°

補助具などを下にはさみ角度を調整
(ファントム撮影のため 45°にならず 30°になる )　

中心は第３中手指節（ＭＰ）関節部
X線は中心に向け垂直入射。(30°斜めの場合）

● Ｘ線照射方向

左手部

● Ｘ線の撮影ポイント : ポジショニングと X線照射方向

● ファントム撮影使用部位● ポジショニング

● X 線写真と骨格の名称 

第 5中手骨

第 5指MP関節

第 5指 PIP 関節

第 5指 DIP 関節

第１指末節骨

第１指基節骨

第２指末節骨

第２指中節骨

第２指基節骨

大菱形骨

CM関節

尺骨

有頭骨

月状骨

舟状骨

橈骨



手掌は上向き（右手） 橈骨と尺骨が分離して描出

前腕正面撮影

20

上肢撮影法 その他の上肢撮影

肘関節正面撮影

手掌は上向きで肘を伸ばす。



● Ｘ線照射方向

21

下肢撮影法 膝関節正面撮影

大腿部・足部中心は膝蓋骨下端。
X線は中心に向け垂直入射。

仰臥位 
膝蓋骨を真上に向ける　

　

● Ｘ線の撮影ポイント : ポジショニングと X線照射方向

● ファントム撮影使用部位● ポジショニング

● X 線写真と骨格の名称 

大腿骨

膝蓋骨

外側上顆

内側上顆

内側顆

顆間窩

顆間隆起

脛骨上関節面

脛骨

外側顆

腓骨頭

腓骨
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下肢撮影法 膝関節側面撮影

膝関節を真横に向け、　
膝関節を 130°程屈曲

● Ｘ線照射方向

大腿部・足部　
中心は膝蓋骨下端で少し背面。
X線は中心に向け垂直入射。

● Ｘ線の撮影ポイント : ポジショニングと X線照射方向

● ファントム撮影使用部位● ポジショニング

● X 線写真と骨格の名称 

大腿骨 膝蓋骨

内側顆顆間隆起

脛骨上関節面

脛骨

脛骨粗面

外側顆

腓骨

第 5趾を台側にして踵を浮かすようにして
膝蓋骨を真横に向ける

側臥位

大腿側と足側の高さが揃うよ
うに足の下に補助具を置く
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下肢撮影法 足関節斜位撮影

左足部
　　　　第 2趾と踵を結んだ線
を垂直より 20～ 30°傾ける

● Ｘ線照射方向

中心は内果と外果を結ぶ線の中点。
X線は中心に向け垂直入射。　

● Ｘ線の撮影ポイント : ポジショニングと X線照射方向

● ファントム撮影使用部位● ポジショニング

● X 線写真と骨格の名称 

脛骨 脛骨

脛骨下関節
脛骨切痕

腓骨
腓骨

外果

距踵関節

距腿関節

距骨滑車
距骨

距骨
舟状骨

舟状骨

中足骨

内果

外果
内果

踵骨溝
踵骨

踵骨

仰臥位



側臥位　足部外側をフィルム側に密着させ
第 2趾がフィルム面と 10°となるようにする。

24

下肢撮影法 足関節側面撮影

左足部

● Ｘ線照射方向

中心は内果。
X線は中心に向け垂直入射。　

● Ｘ線の撮影ポイント : ポジショニングと X線照射方向

● ファントム撮影使用部位● ポジショニング

● X 線写真と骨格の名称 

38. 脛骨
37. 腓骨

39. 外果

40. 内果
41. 関節前縁
42. 関節後縁

43. 距骨
44. 踵骨
45. 距踵関節

46. 舟状骨
47 距舟関節　
48. 楔舟関節

49. 楔状骨

足関節 - 側位
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e-mail : rw-kyoto@kyotokagaku.co.jp
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    モデル表面に取扱説明書や印刷物などが直接触れないようにしてください。

　　樹脂表面にインクが吸収され消えなくなります。

■本社・工場
〒612-8388　京都市伏見区北寝小屋町15番地
TEL：075-605-2510（直通）
FAX：075-605-2519　

■東京支店
〒113-0033　東京都文京区本郷三丁目26番６号
　　　　　　　　　　  NREG本郷三丁目ビル2階
TEL：03-3817-8071（直通）
FAX：03-3817-8075　

・ご不明な点は、お買い上げの販売店、もしくは下記 ㈱京都科学まで御連絡ください。


